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＜連絡事項＞

・12/12(月)13時～巡視があります。巡視に関わらず、常に環境整備を行いましょう。

＜患者様連絡事項＞

・石切　久様～｢江刺家　陽輝様と同室にしたい｣と、部屋移動の希望聞かれています。移動理由については、｢仲がいいから｣と話されています。移動検討をして行くこととしています。

・佐々木　康子様～本日、採血施行しています。

・大橋　照子様～拒薬時の予測指示が本日までとなっています。

・宮澤　啓様～12/6(火)心電図実施予定となっていますが、検査の佐藤ＳＧＭが12/6欠　　　

勤ですので、病棟看護が実施するようにしてください。

＜要注目患者様ケース検討＞
・川村　幸子様～ムズムズ感などのアカシジアや不調の訴えなく経過されています。本日、朝食後薬服用後30分程で訴えあり予測指示のヒベルナ服用しています。薬依存傾向が見られる患者様ですので、服薬後の間隔が短い場合は、訴えを傾聴し薬について説明し時間を空けて頂くよう関わっていきましょう。

(診察状況)・・朝食前から服薬するまでの間に、「まだ、違和感を感じることがある。」

幻聴についても「薄―くある」とのことから、下記の内容にて服薬調整しています。

止め→ロナセン(4)(抗精神薬)　1T　1×夕後

追加→セロクエル(100)(精神神経用剤)　1T　1×夕後　

服薬調整後も、ムズムズ感やイライラ感の有無、日課・プログラムの参加状況の観察を行っていきましょう。

・畑山　幸子様～不調訴え・睡眠困難なく経過しています。今朝は、｢3時に目が覚め、それ以降眠れなかった｣と話されていますが、不安感等の訴えもなく日課問題なく取組まれています。｢困った。困った。｣と口癖のように話されていますが、他者交流も見られており表情にも切迫した様子はありません。病棟移動後間もない為、気分転換を図れるよう関わり、訴えが聞かれた際には傾聴していきましょう。

・宮澤　啓様～12/6(火)心電図実施予定となっています。本日の診察時、状態については｢入院前と変わらない。｣｢眠れたけど何度か目が覚めた｣と話されています。食事も1/3から1/2と食欲のなさも見られることから、本日、昼食より軽食開始となっています。食後薬はなくなり、食前薬のみとなります。ロンフルマン(0.25)( 睡眠鎮静剤)　1T　1×vdsアモキサン(25)(抗精神薬)　10ｃ(2－2－2－4)　4×(毎食後・vds)が増薬となっています。日中は、自室にて過ごされていることから、活動性の向上・気分転換目的にて16時より体育館を使用することとしています。本人様の状態に合わせ、無理のないよう活動していくこととしています。併せて、夜間の睡眠状態・日中の活動状況の観察を行い、本人様の気持ちを引き出せるよう関わっていきましょう。

来週、車検とのことで12/10(土)外泊希望聞かれていましたが、服薬調整中の為説明し、12/11(日)妻様同伴にて外出希望となっています。主治医からは、許可が下りています。

※川端Drより・・本人様外来通院時のカルテ・処方箋の準備を12/8(木)の診察までに行ってくださいとのことです。

・阿部　文香様～昨日、日勤帯にて、スタッフが他者の対応中スタッフオフィスへ急にコップの水をまく行為ありました。スタッフの説明に素っ気ない対応見られていました。その後は、気分の高揚さや話し掛けの多さ・イライラ感は見られず、他者とのトラブルもありません。気分変動による衝動行為が続いている為、主治医へ情報提供していますが様子観察の指示受けています。精神症状の観察を行い、他者とのトラブルに注意していきましょう。また、本人様の行動化については原因がありますので原因を探り、精神状態が落着いている時を利用し振り返りを行い、訴えや来詰された時は傾聴するよう関わり方の工夫もしていきましょう。

・大橋　照子様～昨日より退院に関する言動が目立っています。本日も、｢オラ、今日退院するのー！はぁ、決まったことなの。荷物も全部まとめてあるから。｣と話され、プログラム拒否となっています。同室者への物取られ妄想や｢退院｣による妄想様発言が聞かれていますので、他者とのトラブルに注意し所在確認を密に行っていきましょう。

＜コメディカル報告＞

・阿部　文香様～作業へは、拒否なく行かれています。本日の作業中、他者の話し掛けに敏感に反応し表情を硬くすることありました。言葉に敏感に反応する為、注意して見守っていくこととしています。

・袴田　将志様～作業時、予定と異なる行動見られ促しに強い拒否見られています。OTスタッフへ｢妹さんと付き合いたいから連絡先を教えてください。｣と話されることもありました。現実検討と予定に沿った作業の取り組みの促しを行っていくこととしています。

＜田名部Dr診察＞

・伊藤　義彦様～最近の調子について、「全体的にまだ鈍い感じがする」夜間の睡眠・食事摂取については、問題はないが、「まだ、唾液分泌過多はある」と話されていることから下記のないようにて服薬調整しています。

セロクエル(25)(精神神経用剤)→セロクエル(100)　2T　2×朝・夕後

コントミン(25)(睡眠鎮静剤)　1T止め→ロナセン(4)　1T　1×vds

夜間の睡眠状況・精神症状の観察・確認を行っていきましょう。

・松林　政道様～退院療養検討会実施しています。12/7(水)退院予定となっています。

今後も当院から処方を継続して頂くこととなります。拘置所職員かご本人が来院し受診・処方を貰う予定です。疾病理解が薄く、家族が本人とのかかわりに戸惑いがある状態が続いているので、出所はの本人・家族への介入を行っていく予定です。退院時処方：30日分となっています。

